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ハイパークーリング・メルトよりのコンドリュール形成 
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宇宙空間で形成されるコンドリュール形成研究の問題は、実験的に高過冷却（500-1000K）融液を長時間保持で
きない点と、高過冷却液よりの結晶化がよく理解されていない点にある。前者は微小重力や音波浮遊法を利用する
ことで解決した。今回は、バー状組織や放射状組織がハイパークーリング限界近傍での現象であることを、組織や
熱物性から結論付けた。これによると、これらの核形成が生じた温度は 1200degC 程度であり、前回のバードオリ
ビンの２重構造が形成される温度に近接する。 

 
 
コンドリュールの形成には大きな過冷却度が必要であることは、前回の合同大会で発表した。これは、バード

オリビンコンドリュールのリム部と内部のバー構造の２重性が、熱分布と結晶成長速度の比で決まるというモデル
であった。様々な高過冷却液体を安定に保持するために、超音波浮遊による無容器実験によって初めて可能であっ
た。そのけっか、バードオリビンが形成される時間は 0.1 秒から数秒。理想的な２重構造をもつ温度は 1100℃か
ら 1300℃となる。 

今回は、高過冷却メルトの熱物性と組織の関係を調べた。その際、最も重要な概念はハイパークーリングであ
る。過冷却状態のメルトから結晶化に伴い潜熱の放出がある。通常、潜熱の放出にともない、系全体は融点まで復
熱（recalescence）し、外的に熱を加えなくても、いったん形成された結晶は溶け始める。ところが、さらに過冷
却が大きいと、放出された熱は全て周囲の過冷却メルトに吸収され熱の収支がバランスする。これがハイパークリ
ングリミットである。その限界以下の過冷却度での結晶化では、融点までは復熱しない。 

音波浮遊と微小重力実験結果を解析することで、珪酸塩メルトでもハイパークーリングが存在すること今回初
めて明らかにした。また、バー状組織や放射状組織がハイパークーリング限界前後での現象であることも明らかに
した。結論として、結晶化がスタートした温度は 1200℃程度であり、前回結論したバードオリビンの２重構造が
形成される温度に近接することが言える。 


